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萩市伝統芸能
フェスティバル

市内各地域から11つの
伝統芸能団体が集結！

10:30〜15:3013日日

　萩時代まつりのメインとなる「萩大名行列」は、椿の金谷天満宮
大祭に、江戸時代から神社に奉納されてきた奉納行列で、古くか
ら萩の人々に親しまれてきました。現在、「平安古備

そなえぐみ

組」と「古萩町

萩大名行列 平安古備組
 8:00頃／平安橋付近発〜 8:30頃／平安古鍵曲〜
10:00頃／萩博物館〜 10:20頃／菊屋家住宅前〜
10:30頃／田町商店街〜 11:40頃／土原新天街
萩大名行列 古萩町大名行列
9:00頃／古萩町公会堂発〜 10:00頃／熊谷町筋〜
10：30頃／田町商店街
民踊「男なら」披露、岩国藩鉄砲隊実演
10:00 〜／萩城跡、11:10 〜／中央公園

問い合わせ 観光課（２５・３１３９）
萩市観光協会（２５・１７５０）

問い合わせ 商工振興課（２５・３１０８)

　萩の優れた産業や特産品等を展示・販売する萩市最大の産
業まつりで、各地域の旬の農林水産物や特産品など約100 店が
大集合。12 日には山口県のご当地アイドル「山口活性学園」の
コンサート、13 日には萩時代パレードや、市民館で萩市伝統芸
能フェスティバルも開催します。
　萩の特産品などが当たるもちまきや来場者が参加できるイ
ベントもあるなど、誰もが楽しめる「萩ふるさとまつり」にぜひ
お越しください。

と　き
ところ

午前10時〜午後４時
中央公園、市民館、田町商店街

萩時代パレード・奇兵隊大パレード
13日日 正午〜／中央公園〜金谷神社

【参加団体】萩観光小町、萩東中学校吹奏楽部、萩西中
学校吹奏楽部、明倫小学校マーチングキッズ、椿東小
学校金管カラーガードクラブ、毛利歴代藩主、岩国藩
鉄砲隊、鹿児島市、長州奇兵隊、唐樋御

ごしんぺい

神弊、川島聖
ひじりこう

講、
古萩町大名行列、平安古備組

萩時代まつり
11月13日日 午前８時〜午後４時と　き

ところ 市内〜金谷神社

11月12日土、13日日

市民館大ホール

萩ふるさとまつり

中央公園おまつり広場

10:00〜 ダンス（至誠館大学ダンス
部&萩子どもセンター）

10:30〜 山口活性学園コンサート
（午前の部）

11:10〜 鼓笛隊演奏（土原保育園）

11:30〜 健康づくり応援隊体操
（健康づくり応援隊）

11:45〜 鹿児島市観光PR&クイズ
12:00〜 オープニングセレモニー

12:15〜 もちまき（一般の部・小学
生以下の部）

12:30〜 萩・世界遺産新聞コンク
ール表彰式

13:00〜 書道パフォーマンス
（萩光塩学院高等学校）

13:20〜 満天堂コンサート

14:00〜 山口活性学園コンサート
（午後の部）

14:40〜 少林寺拳法演舞（少林寺
拳法スポーツ少年団）

15:10〜 ヒップホップダンス
（SWAG.M）

10:00〜16:0012日土

10:00〜 萩観光小町紹介（萩市観光
協会）

10:10〜 沖縄民踊エイサー （見島
エイサー部）

10:30〜 小学生バンドドリル演奏
（明倫小→椿東小）

11:10〜 民踊「男なら」
11:30〜 岩国藩鉄砲隊実演

12:00〜 萩時代パレード
（萩時代まつり）

14:00〜 鹿児島市観光PR&クイズ

14:20〜 太鼓演奏（住の江保育園）

14:40〜 丸太切り競争
（阿武萩森林組合）

15:20〜 ビンゴゲーム
（女性団体連絡協議会）

10：00〜16:0013日日

両日：ふわふわドームなど

平安古備組（平安古鍵曲）

大名行列」を合わせて、総勢200 人を超える大奉納行列となって
います。

10:30〜［のど自慢大会］
◦ジュニアの部
　10:30〜12:00
◦一般の部
　13:30〜16:00

10:30〜16:00

［ゲストステージ］
11:20〜 「英語でギター」
　　　　  地域おこし協力隊
15:20〜 頼

よりた

田悠
ゆ り

季（歌手）

12日土
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中
央
公
園

消
防
本
部

郵
便
局

萩
図
書
館
ビジターセンター

（有料：市民は無料、
ビジターセンターで手続き）

有料
（市民館利用者無料）

■
ま
ぁ
ー
る
バ
ス

◦
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
は
ル
ー
ト
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◦
「
萩
市
役
所
」停
留
所
の
位
置
を
、市
役
所
前
か
ら
市
民
館
前（
防
長
路
線
バ
ス
の
停
留

所
）に
変
更
し
ま
す
。
な
お
、午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
は
時
代
パ
レ
ー
ド
等
の
た
め
、

こ
の
停
留
所
に
バ
ス
は
停
車
し
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
通
行
規
制
解
除
後
は
停
車
し
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ　

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
） 11：30〜パレード通過後

御許町交差点〜橋本橋手前

車両通行止
　10：00〜17：00
橋本橋〜市民体育館

 11：30〜パレード通過後

※大型車両は10:00
〜17：00進入禁止。 市民館前交差点から

橋本橋手前までの通
行規制は、パレード
通過後に解除

車両通行止

（明倫小側車道）
車両進入禁止

（市役所側車道）

11：30〜パレード通過後
2車線対面通行

萩時代まつり 11月13日日

車両通行止

市民館小ホール

萩の特産品展示・販売コーナー
萩の水産業PR展示コーナー

10:00〜16:00
12日土・13日日

昨年のもちまき（中央公園おまつり広場）

御許町側から
の右折禁止

田町商店街
9日日

11:00頃〜 沖縄民踊エイサー

12：00頃〜 もちまき

13日日 10:00〜16:00

　

萩
藩
校
明
倫
館
は
、享
保
３
年（
１
７
１

８
）、萩
（
長
州
）藩
５
代
藩
主
毛
利
吉よ
し
も
と元

が
萩
城
三
の
丸
（
堀
内
）に
、藩
士
の
養
成

を
目
的
に
創
建
し
ま
し
た
。

　

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）、毛
利
敬た
か
ち
か
親
が

13
代
藩
主
と
な
っ
た
当
時
は
、藩
財
政
が

破
綻
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、村
田
清せ
い
ふ
う風

ら
に
藩
政
改
革
を
命
じ
る
と
と
も
に
、西

欧
列
強
の
外
圧
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、文
武
の
奨
励
と
人
材
の
登
用
を
掲
げ

ま
し
た
。弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）、敬
親

は
明
倫
館
再
建
を
清
風
に
命
じ
ま
し
た

が
、三
の
丸
の
敷
地
は
９
４
０
坪
で
拡
張

の
余
地
が
な
か
っ
た
た
め
、江
向
の
地
へ

の
移
転
を
決
定
。な
お
、嘉
永
元
年
（
１
８

４
８
）、19
歳
の
吉
田
松
陰
が
藩
に
上
申
し

た
「
明
め
い
り
ん
か
ん

倫
館
御ご
さ
い
け
ん

再
建
二に
つ
き付
気き
づ
き付
書し
ょ

」は
、明

倫
館
の
再
建
や
教
育
制
度
の
改
革
に
貢
献

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）に

完
成
し
た
新
明
倫
館
（
重
じ
ゅ
う
け
ん建
明
倫
館
）は
、

１
万
５
１
８
４
坪
も
の
広
大
な
敷
地
に
孔

子
廟
（
聖
廟
）を
中
心
に
多
く
の
施
設
を

配
す
る
総
合
的
な
藩
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

幕
末
の
長
州
藩
洋
学
史
に
造
詣
の
深
い

福
岡
教
育
大
学
の
小お
が
わ川

亜あ

や

こ
弥
子
教
授
は

「
藩
校
明
倫
館
は
、儒
教
的
要
素
を
備
え
危

機
を
打
開
で
き
る
人
材
養
成
に
力
を
注
ぐ

だ
け
で
な
く
、海
外
知
識
の
摂
取
に
む
け

て
積
極
的
に
乗
り
出
し
、洋
学
受
容
の
拠

点
と
な
っ
た
。維
新
の
動
乱
を
乗
り
切
っ

た
長
州
藩
の
力
の
源
泉
は
、一
つ
に
は
、こ

う
し
た
藩
校
明
倫
館
の
進
取
の
気
風
に

あ
っ
た
と
い
え
る
。そ
の
姿
勢
は
現
代
に

も
受
け
継
い
で
い
く
べ
き
も
の
」と
述
べ

て
い
ま
す
。

■
萩
藩
校
明
倫
館
展
示
室
（
本
館
２
階
）

　

こ
こ
で
は
、幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て

多
く
の
優
秀
な
人
材
を
生
み
出
し
た
萩

（
長
州
）藩
の
教
育
制
度
の
特
徴
を
、当
時

使
用
さ
れ
た
書
物
（
複
製
）な
ど
、萩
藩
校

明
倫
館
を
中
心
と
し
た
歴
史
資
料
の
展
示

に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、ま
も
な
く
着

手
す
る
予
定
の
孔
子
廟
（
現
在
は
海
潮
寺

本
堂
）の
復
元
整
備
に
つ
い
て
も
紹
介
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課（
２
５
・
３
１
１
７
）

受け継ぐべく進取の気風
　萩藩校明倫館展示室

萩・明倫学舎 ４オープン！３ ４日 もっと知りたい

史蹟産業博覧会（昭和10年）に出品した
重建明倫館模型（中央に孔子廟）

重建明倫館講堂に掲げていた額

月

通行規制
（江向〜椿地区）
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萩
ゆ
か
り
の
人
物
や
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

「
第
４
回
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
改
訂
版
問
題
集
よ
り
出
題

さ
れ
ま
す
。
明
治
日
本
の
近
代
化
・
工
業

化
に
萩
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
か
な
ど
、世
界
遺
産
登
録
関
連
の
問
題
、

解
説
も
さ
ら
に
充
実
。
皆
さ
ん
の
挑
戦
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
共
通
事
項

■
検
定
料
割
引
制
度　

再
挑
戦
割
引
・
団

体
割
引
（
コ
ー
ス
を
問
わ
ず
５
人
以
上
）と

し
て
、１
人
あ
た
り
１
０
０
０
円
を
割
引
き

※
再
挑
戦
割
引
は
、
１
度
で
も
受
検
し
た

コ
ー
ス
と
同
コ
ー
ス
に
再
挑
戦
す
る
場
合

に
適
用
（
第
１
回
検
定
は
、
中
級
・
門
下

生
コ
ー
ス
と
し
て
扱
い
ま
す
）。

■
受
検
者
特
典　

通
常
入
室
で
き
な
い
松

下
村
塾
内
で
の
特
別
講
義
な
ど

※
詳
し
く
は
申
込
用
紙
等
を
参
照
。

■
申
込
方
法　

市
役
所
本
庁
総
合
案
内
、

萩
博
物
館
、
各
総
合
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
（
萩
・
幕
末
維
新
検
定
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
ま
た
は
、
萩
・
幕
末
維
新
検
定
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

■
申
込
先　

〒
７
５
８
︲
０
０
５
７　

萩
市
堀
内
３
５
５
番
地　

萩
博
物
館
内

萩
・
幕
末
維
新
検
定
事
務
局
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
５
・
３
１
４
２
、
メ
ー
ルm

achihaku_
jim

u@
city.hagi.lg.jp

）

初級・入門
コース

中級・門下生
コース

上級・師範
コース

受検資格
幕末・維新を学びたい方
ならどなたでも
※初めての方でも中級から受
検可。

第1回検定、
中級・門下生
コースの合格者

検定時間 60分 90分

出題数
100問

（択一式100
問）

100問
（択一式50問・
記述式50問）

100問
（択一式30問・

記述式70問）　
合格基準 80問以上の正解で合格
検定料

（税込） 2,500円 3,000円 3,500円

■問題数　383 問
■Ａ５版、209 ページ
■定価　1,500 円（税込）
■販売所　萩博物館（電話での注文・配送可、
２５・３１７７）、市内書店など

第４回 萩・幕末維新検定 と　き
ところ

平成29年２月12日（日）午前10時～
市民館ほか

▷申込期間　11月１日～平成29年1月20日
問い合わせ まちじゅう博物館推進課（２５・３２９０）

萩・幕末維新検定ホームページ
http://machihaku.city.hagi.lg.jp/bakumatsuishin/

今回から
改訂版問題集
より出題！

■公式テキスト
（萩・幕末維新検定問題集改訂版）

井
上
勝
志
気
像

除
幕
式
を

盛
大
に
開
催
！

　

銅
像
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
撮
影
さ

れ
た
、ス
コ
ッ
プ
に
足
を
か
け
た
シ
ャ

ツ
姿
の
写
真
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

　

野
村
市
長
は
「
井
上
勝
が
、鉄
道
一

筋
で
全
国
へ
の
鉄
道
敷
設
に
尽
力
し
た

こ
と
を
始
め
、当
時
、萩
の
多
く
の
若
者

が
日
本
の
近
代
化
に
尽
く
し
た
こ
と

を
、広
く
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。銅
像
を
制
作
し
た

江え

り里
敏と
し
あ
き

明
さ
ん
は
「
本
人
も
気
に
入
っ

て
い
た
、若
き
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
写
真

の
姿
が
萩
に
は
ふ
さ
わ
し
く
、萩
の
若

い
人
を
見
守
っ
て
く
れ
る
の
で
は
」と

銅
像
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。ま
た
、

勝
の
ひ
孫
に
あ
た
る
井
上
勝か
つ
し
げ重
さ
ん

（
東
京
都
）は
「
一
生
、鉄
道
の
こ
と
し

か
頭
に
な
か
っ
た
勝
が
気
に
入
っ
て
い

た
写
真
か
ら
銅
像
を
つ
く
っ
て
も
ら
い

感
謝
し
ま
す
。こ
の
像
を
見
た
萩
の
若

い
人
に
は
、世
界
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、椿
西
小
学
校
６
年
生
42
人
が

「
鉄
道
唱
歌
」と
「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱

し
て
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
、跡あ
と
み見

学
園
女
子
大
学
副

学
長
の
老
お
い
か
わ川

慶よ
し
の
ぶ

喜
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

も
開
催
し
、約
１
０
０
人
が
長
州
フ
ァ

イ
ブ
か
ら
鉄
道
の
父
と
な
っ
た
勝
の
興

味
深
い
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
２
９
０
）

▽
来
年
春
に
は
、豪
華
寝
台
列
車
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞み
ず
か
ぜ風

」が

萩
駅
や
東
萩
駅
に
停
車
し
ま
す
。

左から３人目が江里敏明さん、４人目が老川慶喜さん、
一番右が井上勝重さん

　

井
上
勝
の
銅
像
「
井
上
勝
ま
さ
る

志し

き気
像
」

が
、萩
駅
舎
前
に
完
成
し
、10
月
14
日
の

鉄
道
の
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
、銅
像

へ
の
寄
付
者
や
関
係
者
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
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小
・
中
学
校
の
部
市
長
賞

平面「生きる」

絵画「くさはウメー」

萩市美術展
　10 月９日から16 日まで、市民館で「第12 回萩市美術展」を開催しました。
平面、立体、書、写真の４部門に889 点（高校生・一般の部88 点、小・中学生
の部は絵画、書 801 点）の応募があり、９月29 日の審査会で、176 点の入賞
作品が決まりました（出品総数は、招待作家の35 点を加えた924 点）。

岡村春
は る き

樹（三見小1年）

倉重洋
ひ ろ こ

子（江向）

講評／林の中の１本の木
が、曲がりくねりながら天
に向かって生長する生命力
を力強く表現した作品

樹木が、しっかり上を向い
て生長している姿に励まさ
れ、生きて行く力を感じ、
作品として表現しました。

●教育長賞　溝部文
ふ づ き

月（山田）
書「十

じゅうしやつきをまつ

四夜待月」
●萩美術協会長賞　八

や ぎ

木洋
よ う こ

子
（椿東）立体「唐草に想う」

●議長賞　山中慎
し ん じ

治（土原）
写真　「一人想う」

●教育長賞　百
ゆ り の

合野ほのか
（白水小６年）書「至誠」
●萩美術協会長賞　阿

あ わ

波杏
あ ん な

奈
（萩西中１年）絵画「サルビ
アから見た萩の町」

●
議
長
賞　

中
村
文あ
や
ね音

（
萩
光
塩
学
院
中
２
年
）

　

書
「
飛ひ

じ
ち
ょ
う
も
く

耳
長
目
」

市長賞・議長賞作品の地域巡回展示を開催

講評／動物への愛情が優し
く表現され、伸び伸びと描
かれた作品

草を食べるヤギが、とても
かわいかったので描きまし
た。ツノを銀色に塗るとこ
ろを特に頑張りました。

高
校
生
・
一
般
の
部
市
長
賞

　

都
市
部
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社

会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

定
住
・
定
着
を
促
し
、
地
域
づ
く
り
活
動

を
行
う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
非
常
勤

特
別
職
）
に
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
隊

員
が
着
任
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
８
１
９
）

萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に
１
人
が
着
任

【
旭
地
域
・
佐
々
並
支
所
】

▽
弘
中 

誠ま
こ
と（
前
住
所
地
：
広
島
県
海か
い
た田
町
）

•
活
動
内
容
例
：
佐
々
並
伝
建
地
区
の
活

動
、
地
域
づ
く
り
の
支
援
な
ど

「
佐
々
並
は
伝
建
地
区
に
指
定
さ
れ
、
江

戸
時
代
に
は
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

旭
地
域
に
人
が
集

ま
る
空
間
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い

で
す
」

■須佐公民館
　11月１日（火）〜６日（日）
　午前９時〜午後３時

■旭活性化センター（佐々並公民館）
　11月20日（日）
　午前９時30分〜午後３時
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（福栄中２年）
河
か わ の

野 素
も と み

実
△リレー

全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

全国大会出場おめでとう

全国障害者スポーツ大会（2016希望郷いわて大会）
（10 月 23 日 岩手県）

【卓球バレー（オープン競技）】優勝 萩卓球バレークラブ
［
後
列
左
２
人
目
か
ら
］
山
根
と
し
子（
熊

谷
町
）、伊
藤
恵け
い
こ子（

黒
川
）、五ご
と
う島

良り
ょ
う
じ

治（
椿

東
）、山
根
慶け
い
い
ち
ろ
う

一
朗（
熊
谷
町
）、山
中
智ち

か

こ
加
子

（
土
原
）、［
前
列
左
か
ら
］大
崎
昭あ
き
こ子（

椿
東
）、

河
村
慧さ
と
し（
椿
東
）、烏
田
曉あ
き
こ子（
平
安
古
町
）

［
写
真
な
し
］
烏
田
稔み
の
る（

平
安
古
町
、
監
督
）

（萩光塩学院中３年）

高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

（
11
月
23
日
〜
25
日 

東
京
都
）

村　 栄
ともろう

朗
むらおか

（萩東中３年）
世
せ ら

良 榛
は る な

菜
△100ｍハードル

（むつみ中３年）
小野 智

ともゆき

幸
△走高跳

（むつみ中２年）
中村 隆

りゅうこう

康
△110ｍハードル

（萩西中１年）
小
こ ば し

橋 璃
り こ

子
△100ｍ走・リレー

（10月28日〜30日 神奈川県）ジュニアオリンピック陸上競技大会

※国体出場者については、情報提供があった市内学校を卒業した市外の学校在学者や社会人もお名前を紹介しています。
　なお、ご本人の意向により、写真を掲載していない方もおられます。

全
国
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
松
江

（
11
月
11
日
〜
13
日
　
島
根
県
）

L
レ オ ー ネ

EONE［後列左から］大野克
か つ な り

也（椿）、阿
あ ん の

武聡
さとし

、
大谷秀

ひであき

明（以上椿東）、藤田義
よしはる

治（山田）［前列左から］
刀
と ね

祢瑞
み ず え

恵、刀
と ね

祢洋
ひろし

（以上椿東）、白
しらいし

石美
み か

香（平安古町）、
澤
さ わ え

江芳
は な よ

葉（阿武町）

朝
日
杯
争
奪
日
本
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
・

（
10
月
25
日
〜
26
日 

千
葉
県
）

（至誠館大学４年）
楠
くすもと

本 彩
あ や の

乃

（至誠館大学４年）
新
しんざと

里 倫
りんけい

啓
（至誠館大学４年）

上
うえおか

岡 信
のぶはる

晴

（至誠館大学３年）
安藤 裕

ゆうすけ

良

日
本
女
子
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
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市
で
は
、
消
費
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
毎
年
、
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
い
ま
だ
に
被
害
が
絶
え

な
い
特
殊
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
に
、

落
語
家
の
笑
し
ょ
う
ふ
く
て
い

福
亭
松し
ょ
う
し
枝
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
自
分
の
財
産
や
家
族
を
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
、
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
方
法
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
（
う
そ
電
話
詐
欺
）
の
被

害
は
全
国
的
に
絶
え
ず
、
山
口
県
で

も
、
平
成
25
年
に
約
３
億
円
（
64
件
）、

平
成
26
年
に
約
５
億
円
（
１
１
４
件
）、

平
成
27
年
に
約
３
億
円
（
１
１
４
件
）

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
も
、
昨
年
３
月
と
11
月
に
老

人
ホ
ー
ム
の
名
義
貸
し
詐
欺
で
80
代
女

性
が
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
５
０
０
万
円
を
宅

急
便
で
送
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
被
害

が
発
生
し
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
あ
り
、「
市
か
ら
還
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
が
あ
る
。
還

付
で
き
る
期
限
を
経
過
し
て
し
ま
う
が

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
の
で
、
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
ま
で
行
け
ば
、

や
り
方
を
教
え
る
」
と
言
わ
れ
、
お
金

を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
上
の
被
害
を
出
さ
な
い
た
め

に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
声
か
け
の

う
え
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
悪
は
進
化
し
ま
す
！
負
け

る
な
！
善
良
市
民
！
～
財
産
を
盗
ら
せ

な
い
！
楽
し
く
学
ん
で
正
し
く
予
防

～
」

■
講
師　

笑
福
亭
松
枝
（
落
語
家
）

ー
ナ
ー
コ
活
生
費
消

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
こ
れ

以
上
出
さ
な
い
た
め
に
！

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

全国大会優勝・入賞おめでとう

バレーボール （10月２日〜５日）

（高川学園高校２年、明倫小卒）三輪 大
ひろまさ

将
△少年男子　５位

髙
たかはし

橋 美
み は る

晴（椿）

△成年女子
セーリングスピリッツ級（県選抜）優勝

セーリング （10月2日〜5日）

△成年男子
スラロームカヤックシングル

（15 ゲート）優勝、（25 ゲート）優勝

髙
たかはし

橋 怜
りょうや

也
（椿）

△成年男子
ワイルドウォーターカヤックシングル

（1500m）優勝、（スプリント）６位

岡㟢 遥
は る か

海
（萩商工高３年）

△成年女子
スラロームカヤックシングル

（15 ゲート）３位、（25 ゲート）４位

足立 和
か ず や

也
（堀内）

（10月1日〜11日 岩手県）国民体育大会（2016 希望郷いわて国体）

カヌー （10月７日〜10日）

［左から］足立和也、髙橋怜也、髙橋美晴

全国中学校柔道大会 新潟大会
（８月17日〜20日 新潟県）

【男子団体】3 位
【男子 90kg 超級個人戦】準優勝

（北九州市大
おおくら

蔵中３年、椿西小卒）福永 夏
な つ き

生

（10月15日〜18日 長崎県）

全国健康福祉祭  ながさき大会
（ねんりんピック長崎2016）

水泳

（椿）上田 多
た み こ

美子

△平泳ぎ 25m・50m 優勝
　混合メドレーリレー準優勝
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「
は
ぎ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

今年の秋のイベントも
　　　盛り上がりました！

◁お気に入りの萩焼見つけた！
「萩・田町萩焼まつり」
（10 月 7 日〜 10 日）
　秋の萩焼まつりとして定着した「萩・
田町萩焼まつり」。約１万点の萩焼の展
示や即売のほか、「萩グルメまつり」や
酒造見学などもあり、多くの来場者が
お気に入りの萩焼を品定めをしなが
ら、楽しんでいました。

書
跡
か
ら
見
え
る
真し

ん
が
ん贋

の
見
分
け
方
を
紹
介

　

10
月
14
日
、市
民
館
で
愛
知
東
邦
大
学
教

授
で
書
跡
史
家
の
増ま
す
だ田

孝た
か
しさ

ん
を
講
師
に
迎

え
、第
３
回
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
・
第
13

回
上
廣
歴
史
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

増
田
さ
ん
は
「
幕
末
志
士
の
書
か
ら
」と

題
し
、佐
久
間
象
山
の
真
筆
と
贋
筆
の
手
紙

を
、そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に
読
み
下
し
、書
跡
や
内

容
を
比
較
し
な
が
ら
真
贋
の
見
分
け
方
を
紹

介
。ま
た
、鑑
定
士
と
し
て
出
演
中
の
番
組
で

の
苦
労
話
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
お
話
さ
れ
る

な
ど
、日
頃
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
に
、

聴
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
３
回
萩
市
民
大
学
教
養
講
座

講師の増田孝さん

今日の夕食は萩の魚で決まり！▷
「萩・魚まつり」（10 月９日）

　北浦地区最大の水産イベント「萩・魚まつ
り」。新鮮な活魚・鮮魚の即売や萩のブラン
ド魚無料試食などは長い行列ができ大盛況。
大人気の魚のつかみ取りでは、子どもたちが
大物の魚を狙い、水の中を駆け回りました。

結
婚
し
た
い
男
女
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
６
月
に
、結
婚
を
希
望
す
る
方
の

出
会
い
の
場
づ
く
り
な
ど
を
地
域
全
体
で
応

援
す
る
た
め
「
は
ぎ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
。10
月
13
日
、趣
旨

に
賛
同
す
る
市
内
の
22
の
企
業
や
団
体
に

「
は
ぎ
縁
結
び
応
援
団
」の
登
録
証
を
交
付
し

ま
し
た
。応
援
団
は
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
従
業
員
等
へ
の
参
加
の
後
押
し
、Ｐ
Ｒ
な

ど
に
よ
り
、市
内
の
婚
活
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

野
村
市
長
は
「
市
で
は
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
に
も
努
力
し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く

の
若
い
人
の
結
婚
を
目
指
し
て
、
後
押
し
を

お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

「はぎ縁結び応援団」に登録された企業・団体の皆さん

△ほのかな灯りに照らされた夜の城下町
「萩・竹灯路物語プレミアム」
（10月7日〜23日）
　約 4,000 本の竹灯籠がつくり出す幻
想的な世界。着物姿の市民や観光客が竹
灯籠を眺めたり、記念写真を撮るなど、
昼とは違った雰囲気を味わっていまし
た。
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萩景観賞
　

市
で
は
、景
観
に
対
す
る
市
民

意
識
を
高
め
る
た
め
に
、自
然
や

歴
史
、文
化
と
調
和
し
、景
観
的
に

優
れ
た
も
の
を
「
萩
景
観
賞
」と

し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と

し
て
募
集
し
、
建
築
部
門
７
件
、

自
然
景
観
部
門
７
件
が
候
補
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
萩
市
景

観
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
受

賞
作
品
を
決
定
し
、
10
月
16
日

に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課（

２
５
・
３
６
４
７
）

「白い土塀」（平安古）建築
部門 河村正

ま さ お

男（三見）

「辛
こ ぶ し

夷街道」（椿）自然
景観
部門 河

こ う の

野實
みつひこ

彦（河添）

　橋本川の清流と川岸の緑に沿っ
て長く続く白い土塀がとても周辺
の景色と調和し、歴史の趣を感じ

受賞
理由

させ萩らしい街並みを感じさせる物件で
あるため。

　早春の時期のみ山口方面から萩
市街地に入ってきた時、近くの梅
林園の満開の桜と一緒になって

受賞
理由

辛夷の花が咲き誇り、道路一面白色とな
り萩を訪れる観光客は元より道路を通る
人々に感動を与える景色であるため。

　

生
垣
や
庭
木
な
ど
緑
に
よ
る
す

て
き
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す

る
「
ま
ち
の
緑
賞
」
の
受
賞
者
が
、

９
月
16
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

［
受
賞
理
由
］

　

い
ず
れ
も
公
道
に
面
し
て
、
緑

阿部裕
ゆ う こ

子邸（川島）庭木と
ブロック塀被

ひ ふ く

覆 柴田松
ま つ じ

二邸（須佐）生垣

原田好
み さ と

里管理邸（須佐）生垣横山喜
き く え

久江邸（須佐）生垣

を
豊
か
に
演
出
し
、
市
民
に
安
ら

ぎ
や
憩
い
を
与
え
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
緑
の
維
持
管
理
の
努

力
が
顕
著
で
あ
る
た
め
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

萩
市
ま
ち
の
緑
賞

萩
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
ハ
ガ
キ
の
発
売

　

市
で
は
、
来
年
３
月
４
日
、
旧
明
倫

小
学
校
の
歴
史
あ
る
木
造
校
舎
を
萩
観

光
の
起
点
「
萩
・
明
倫
学
舎
」
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を

記
念
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
ハ
ガ
キ
を

限
定
販
売
し
ま
す
。

■
発
売
日　

11
月
10
日
（
木
）

※
予
約
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
枚
数　

１
万
５
０
０
０
枚
限
定

■
価
格　

１
枚
52
円

※
ハ
ガ
キ
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
で
、

な
く
な
り
次
第
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

■
販
売
所　

市
役
所
本
庁
総
合
案
内
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
、支
所
・

出
張
所
、
萩
市
観
光
協
会

■
問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）
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企画政策課（２５・３819）

三見公民館まつり

海・山・里の産物が一堂に集まってバザーを開催し
ます。

■と　き
■ところ
■内　容

11月20日㊐　9:30～15:00
三見公民館ほか
地域の団体によるバザー、芸能祭、作品展示、
ビンゴ大会など

三見公民館 ☎0838・27・0004

三見
地区

須
す さ の お の み こ と

佐之男命伝説の「赤
あかまい

米」を満喫 !!
もちまきなど楽しいイベントが盛りだくさん！

11月20日㊐　10:00～15:00
須佐大橋コミュニティ広場
特産品販売、須佐焼ろくろ体験、赤米リース
作り体験、赤米にちなんだゲームなど

須佐特殊米産地化推進協議会 ☎ 08387・6・2219
須佐赤米フェスタ

■と　き
■ところ
■内　容

須佐
地域

川上直売所感謝祭

日頃のご愛顧と、農林産物の収穫に感謝を込めて開
催します。

11月23日㊌㊗　9:30～14:00
萩阿武川温泉公園
杵つきもち、うどんなどの販売、もちつき体
験、お楽しみ抽選会

■と　き
■ところ
■内　容

川上農林産物直売施設出荷協議会 ☎ 0838・54・2755 

川上
地域

今年も豊作 !! 収穫に感謝を込めて、盛大に開催し
ます。

11月23日㊌㊗　10:00～15:00
道の駅「ゆとりパークたまがわ」
寄り合い鍋無料接待、野菜のせり市、手作り
弁当・特産品販売、活魚の試食など

道の駅ゆとりパークたまがわ ☎ 08387・2・1150
道の駅収穫感謝祭

■と　き
■ところ
■内　容

田万川
地域

萩往還ささなみおいでん祭

萩往還や佐々並市重伝建地区の紹介など楽しい企画
がいっぱい、どうぞ「おいでんさい」。

11月20日㊐　9:30～15:00
旭活性化センター
農産物などの各種バザー、クイズラリー（伝
建地区）、マスのつかみどり、ロング巻寿司、
もちまきなど

■と　き
■ところ
■内　容

佐々並公民館 ☎ 0838・56・0008 

旭
地域

大井ふるさとまつり

美しい自然と独自の伝統文化を持つ「大井」を見直
し、「活力ある大井づくり」に向けたイベントです。

11月20日㊐　9:00～14:00
旧大井小学校
ステージアトラクション、文化作品展、レス
トラン、農水産物等の販売、各種イベント、
もちまきなど

■と　き
■ところ
■内　容

大井公民館 ☎0838・28・0213

大井
地区

　紅葉シーズン中、土・日曜日・祝日限定で萩阿武
川温泉から長門峡竜宮淵間の無料シャトル便を運行
します。国の名勝に指定されている「長門峡」の美
しい渓谷や「萩・長門峡観光遊覧船」で紅葉を楽し
みませんか。
※萩バスセンターから萩阿武川温泉までは、路線バ
スをご利用ください。
■運行日　11 月３日～ 23 日の土・日曜日・祝日
※大雨等の荒天時は運休。
■問い合わせ　川上総合事務所産業振興部門

（５４・２１２１）

萩阿武川
温泉

民俗
資料館

萩・長門峡
観光遊覧船

長門峡
温泉

長門峡
竜宮淵

行き
9：50

→
9：54

→
9：55

→
10：15

→
10：20

14：00 14：04 14：05 14：25 14：30

帰り
11：10

←
11：06

←
11：05

←
10：45

←
10：40

15：50 15：46 15：45 15：25 15：20

紅葉を楽しむ
長門峡無料シャトル便の運行

問い合わせ
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９
月
1
日
〜
30
日
で
、
５
２
４

件
５
６
９
万
２
０
０
０
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
累
計
（
９
月
30

日
現
在
）
は
、
２
５
５
７
件
、
３

１
６
８
万
１
０
０
０
円
で
す
。

【
５
万
円
】
小お
ぐ
ら椋
み
ど
り
（
東
京

都
）、
横
山
博ひ
ろ
し（
京
都
府
）、
奈な

ら良

山や
ま

孝こ
う
じ司
（
下
松
市
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
３
件
）。
敬
称
略
。

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。　
　

ふ
る
さ
と
寄
付

•
須
郷
昌ま
さ
の
り
徳
さ
ん
（
福
岡
県
）か

ら
、テ
レ
ビ
２
台

•
竹
下
篤あ
つ
し志

さ
ん
（
愛
知
県
）か

ら
赤
川
晩ば
ん
す
い翠

色
紙
１
点

•
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株

式
会
社
（
広
島
県
）か
ら
、現
金

60
万
８
８
０
８
円

•
明
木
婦
人
会（
齊
藤
操
み
さ
お

会
長
）・

明
木
母
親
ク
ラ
ブ
さ
く
ら
ん
ぼ
の

会
（
田
村
菜な

ほ穂
会
長
）か
ら
、倉
庫

１
棟

•
明
木
婦
人
会
（
齊
藤
操
み
さ
お

会
長
）

か
ら
、テ
ン
ト
１
張

•
明
木
中
学
校
同
窓
会
（
中
村
敬た
か

一か
ず

会
長
）か
ら
、テ
ン
ト
１
張

寄
付

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
）の
申
請

は
お
済
で
す
か

◆
臨
時
福
祉
給
付
金

▽
支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度
市

民
税
非
課
税
者

※
本
人
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
、

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
は
対

象
外
。

▽
給
付
額　

給
付
対
象
者
１
人
に

つ
き
３
０
０
０
円

◆
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
障
害
・
遺
族
年
金
受
給

者
向
け
）

▽
支
給
対
象
者　

臨
時
福
祉
給
付

金
を
受
給
で
き
る
方
で
、
平
成
28

年
５
月
分
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

※
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）
を
受
給

さ
れ
た
方
（
４
月
〜
７
月
上
旬
に

申
請
）
は
対
象
外
。

▽
給
付
額　

１
人
に
つ
き
３
万
円

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

※
該
当
の
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

８
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

11
月
10
日

■
申
請
方
法　

郵
送
ま
た
は
窓
口

（
市
役
所
本
庁
、
各
総
合
事
務
所
、

支
所
、
出
張
所
）
に
提
出

■
支
給
日　

随
時
支
給

◎
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
を

　

臨
時
給
付
金
に
関
し
て
、
市
町

村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
福

祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

○
萩
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
第

２
次
改
定
版
（
案
）

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
平
成
19
年
３

月
に
「
萩
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
策
定
、
平
成
24
年
３
月
に

改
定
を
し
て
い
ま
す
。
社
会
情
勢

の
変
動
や
計
画
の
位
置
づ
け
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
の
、
プ
ラ
ン
の

第
２
次
改
定
版
（
案
）
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

11
月
９
日
〜
12
月

９
日

■
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
活
動
推
進

課
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部

門
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

市
民
活
動
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興

部
門
備
え
付
け
の
ご
意
見
記
入
用

紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持
参

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
市

民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画

推
進
室
（
２
５
・
３
２
２
７
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
、
メ
ー
ル 

danjo@
city.hagi.lg.jp

）

11
月
１
日
か
ら
三
見
地
区

に
バ
ス
停
が
新
設

　

三
見
地
区
を
経
由
す
る
防
長

交
通
の
快
速
東
萩
駅
〜
青
海
大

橋（
長
門
市
）
線
の
バ
ス
停
が
11

月
１
日
か
ら
、
新
た
に
畦あ
ぜ
た田
地
区

と
蔵
く
ら
も
と本
地
区
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

１
日
２
便
停
車
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

防
長
交
通
萩
営
業
所

（
２
２
・
３
８
１
１
）
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納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

11
月
30
日
（
水
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

11
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

成
人
式
の
出
席
案
内

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
２
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
（
受
付

午
後
０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
・
案
内
状
の
送
付

　

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
月
１
日
現
在
で
萩
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
送
付

②
家
族
が
萩
市
に
居
住
し
、
本
人

は
就
学
や
就
職
な
ど
で
住
所
登
録

を
萩
市
以
外
に
移
し
て
い
る
方

は
、
転
出
先
の
住
所
に
送
付

※
11
月
初
旬
ま
で
に
案
内
状
が
届

か
な
い
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に

文
化
・
生
涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
配
布

　

大
腸
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
死

亡
数
が
女
性
第
１
位
、
男
性
第
３

位
で
す
が
、
萩
市
で
の
検
診
受
診

率
は
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
受
診
を
促
進
す
る
た

め
、
検
診
容
器
を
配
布
し
ま
す
。

■
配
布
期
間　

11
月
７
日
〜
12
月

５
日

■
配
布
場
所　

健
康
増
進
課
、
各

総
合
事
務
所

■
対
象
者　

今
年
度
大
腸
が
ん
検

診
未
受
診
の
40
歳
以
上
の
方
（
社

会
保
険
本
人
を
除
く
）、無
料
ク
ー

ポ
ン
券
対
象
の
方

■
持
参
物　

が
ん
検
診
等
受
診
は

が
き
、
健
康
保
険
証
・
無
料
ク
ー

ポ
ン
券

＊
今
年
度
41
・
46
・
51
・
56
・
61

歳
の
方
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
し
て
い
ま
す
（
再
発
行
可
）。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課（
２
６
・
０
５
０
０
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害

者
の
方
へ

○
萩
市
交
通
遺
児
等
支
援
金

　

交
通
遺
児
等
と
は
、
交
通
事
故

に
よ
り
父
母
ま
た
は
保
護
者
が
、

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
が
い
と

な
っ
た
児
童
を
い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
交
通
遺
児
等
の
健
全

育
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
支

援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

10
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度
末
で

19
歳
未
満
の
交
通
遺
児
等
を
監
護

す
る
保
護
者

■
支
援
金
額　
（
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
）
年
額
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
市
役
所
本

庁
市
民
総
合
窓
口
子
育
て
支
援

コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
備
え
付
け
の
申
請
書
を

提
出

※
重
度
後
遺
障
が
い
と
な
っ
た
方

は
、
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
は
今
年
９
月
末
ま
で

に
、20
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。火
災
種
別
で
は
、建
物
火
災

８
件
、林
野
火
災
３
件
、船
舶
火
災

１
件
、そ
の
他
火
災
８
件
で
す
。出

火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、た
き

火
に
よ
る
も
の
で
す
。火
災
件
数

と
し
て
は
、昨
年
同
時
期
の
16
件

に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。た
き

火
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
い
ま

す
の
で
、火
の
取
り
扱
い
に
は
、十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
災
予
防
運
動
関
連
行
事

○
応
急
手
当
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
、
怪
我
の
応
急
手
当

な
ど
の
講
習
を
随
時
行
い
ま
す
。

※
雨
天
時
は
消
防
車
両
の
展
示
。

○
煙
体
験
、住
宅
用
火
災
警
報
器
、

防
炎
物
品
の
展
示
・
相
談
窓
口
の

開
設

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

会
場
内

○
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
訪
問

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
等
を

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

確
認
す
る
た
め
、
地
域
の
消
防
団

員
が
、
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

維
持
・
管
理
に
つ
い
て

■
点
検
の
時
期　

１
カ
月
に
一
度

を
目
安
に
作
動
点
検
を
行
う

■
点
検
の
方
法　

機
種
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
説
明
書
で
、
点
検

方
法
を
確
認

■
掃
除　

ほ
こ
り
な
ど
が
付
着
す

る
と
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
る

た
め
、
家
庭
用
中
性
洗
剤
に
浸
し

た
布
な
ど
を
十
分
に
絞
っ
て
、
軽

く
汚
れ
を
拭
き
取
る

■
交
換
時
期　

機
種
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、目
安
は
お
お
む
ね
10
年

○
自
動
試
験
機
能
の
あ
る
機
器　

　

機
能
の
異
常
を
示
す
音
や
表
示

が
さ
れ
た
場
合
は
、
本
体
ご
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
動
試
験
機
能
の
な
い
機
器　

　

本
体
に
表
示
さ
れ
た
交
換
期
限

や
説
明
書
の
記
載
に
あ
わ
せ
、本

体
の
交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）
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■
入
居
時
期　

１
月
上
旬
以
降

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定

の
要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、

単
身
入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

⑤
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
募
集
期
間　

11
月
１
日（
火
）

〜
11
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

※
募
集
期
間
中
に
応
募
の
な
い

住
宅
は
、
12
月
末
ま
で
日
毎
の

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
方
法　

建
築
課
、
各
総

合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え

付
け
の
入
居
申
請
書
を
提
出

申
し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）、

各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

※公営・シルバー＝政令月収 15 万 8,000 円以下、一般＝所得制限なし、特公賃＝政令月収 15 万 8,000 円以上

市
営
住
宅

入
居
者

募集11
月
１
日（
火
）〜
11
日（
金
）

募
集
期
間

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
２
５
９
）

○
自
動
車
事
故
対
策
機
構
が
行
う

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
・

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支
給

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
死
亡
や

重
度
の
後
遺
障
が
い
を
持
つ
親
の

児
童
（
中
学
生
ま
で
）
に
対
し
て
、

無
利
子
の
育
成
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。

■
貸
付
金
額　
（
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
）
初
回
一
時
金
15
万
５
０

０
０
円
、
毎
月
２
万
円
、
入
学
支

度
金（
希
望
者
）４
万
４
０
０
０
円

■
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

◆
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支

給
　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
頭
部
、

脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、重
度
の
後
遺
障
が
い
が
残
り
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
の
方
へ
支
給
し
ま
す
。

■
介
護
料　

月
額
２
万
９
２
９
０

円
〜
13
万
６
８
８
０
円

※
介
護
度
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
４
１
９
）

市営住宅名（地域） 住宅種別 募集
戸数

単身
入居 入居階 構造 間取り 家賃 駐車場

使用料

中津江（萩） 公営 1 ○ 入口1階 準耐2階 3K 13,300 ～ 19,800 無料

平安古南（萩） 公営 2 × 2階 耐火3階 3DK 21,700 ～ 32,300 1,000 円

無田ヶ原口（萩） 公営 1 ○ 3階 耐火4階 2DK 20,000 ～ 29,800 1,000 円

無田ヶ原口（萩） 公営 1 × 3階 耐火4階 3DK 25,000 ～ 37,300 1,000 円

大島第３（萩） 特公賃 1 × 2階 木造2階 3DK 30,000 ～ 45,000 駐車場なし

堂
ど う が ち

河内（川上） 公営 1 × 入口1階 木造2階 3LDK 17,000 ～ 25,300 無料

大沢（田万川） 公営 2 ○ 3階 耐火3階 2DK 15,500 ～ 23,200 1,000 円

大沢（田万川） 公営 2 × 2階 耐火3階 3DK 19,400 ～ 29,000 1,000 円

おそ吹
ふきはら

原（田万川） 特公賃 2 ○ 入口1階 木造2階 2DK 30,000 ～ 45,000 1,000 円

おそ吹原（田万川） 特公賃 1 × 入口1階 木造2階 3DK 34,000 ～ 50,000 1,000 円

平
ひらくさ

草第３（むつみ） 特公賃 1 × 入口1階 木造2階 3LDK 33,000 ～ 48,000 無料

本
ほんまちかみ

町上（須佐） 公営 2 ○ 入口1階 木造 2DK 13,900 ～ 20,700 1,000 円

本町上（須佐） 公営 1 × 入口1階 木造2階 3DK 19,400 ～ 28,900 1,000 円

山根丁東第２（須佐） 公営 3 ○ 入口1階 木造2階 2LDK 20,200 ～ 30,100 1,000 円

弥富（須佐） 公営 1 × 1階 木造 3DK 16,000 ～ 23,800 1,000 円

弥富第２（須佐） 公営 1 ○ 入口1階 準耐2階 3K 14,900 ～ 22,200 1,000 円

鎌
かまうら

浦（福栄） 一般 1 ○ 1階 木造2階 3LDK 25,000 無料

畑
はた

（福栄） 一般 1 ○ 1階 木造 3LDK 25,000 無料
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萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
児
童
・
生
徒
の
租
税
作
品
展
示

　

11
月
11
日
〜
17
日
の
「
税
を
考

え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
、
萩
税
務

署
管
内
の
児
童
・
生
徒
の
税
に
関

す
る
作
品
（
絵
は
が
き
・
作
文
・

習
字
）
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）
〜
11

月
19
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ッ
ト

（
田
町
商
店
街
旧
福
永
金
物
店
）

○
年
末
調
整
説
明
会

　

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
し

た
平
成
28
年
分
の
年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
11
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

正
午
▽
須
佐
総
合
事
務
所

②
11
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

正
午
▽
市
民
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

萩
税
務
署
（
２
２
・
０
９
０
０
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
案
内

番
号
２
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

里
親
制
度
説
明
会

　
「
里
親
に
な
り
た
い
」な
ど
、里

親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

の
説
明
会
で
す
。

■
と
き　

11
月
18
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
庁
舎

※
申
し
込
み
不
要
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
児
童
相
談
所（

２
２
・
１
１
５
０
）

山
口
き
ら
め
き
企
業
の
魅

力
発
見
フ
ェ
ア
２
０
１
６

（
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
）

　

県
内
企
業
の
認
知
度
向
上
と
、

若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
・
県

内
へ
の
定
着
促
進
等
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
幅
広
い
層
の
方
に
企

業
の
魅
力
等
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
県
内
の
中
小
企
業
等
約

１
０
０
社
が
集
結
。
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
の
特
徴
を
生
か
し
た
製
品
や

技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

維
新
百
年
記
念
公
園

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア

リ
ー
ナ
、
山
口
市
）

■
対
象
者　

大
学
生
、高
等
専
門

学
校
生
、高
校
生
、学
生
・
生
徒
の

保
護
者
、教
員
、県
民
の
皆
さ
ん

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

山
口
き
ら
め
き
企
業
の

魅
力
発
見
フ
ェ
ア
２
０
１
６
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

山
口
大
学
Ｃシ
ー
オ
ー
シ
ー
プ
ラ
ス

Ｏ
Ｃ
＋
事
業
推
進

本
部
（
０
８
３
・
９
３
３
・
５
４
７

８
、
メ
ー
ル coc-plus@
yam

ag
uchi-u.ac.jp

）
山
田
、
平
原
、

橋
本

ガ
イ
ド
研
修
参
加
者

　

今
年
は
、
四
境
戦
争
１
５
０
年

に
あ
た
り
ま
す
。
四
境
戦
争
石
州

口
史
跡
、
益
田
市
内
史
跡
等
を
現

地
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
巡
り
ま
す
。

■
と
き　

11
月
25
日
（
金
）
午
前

７
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
午
前
７
時
15
分
に
萩
市
役
所
に

集
合
。

■
内
容　

扇
お
う
ぎ
は
ら
か
ん
も
ん

原
関
門
、
萬ま
ん
ぷ
く
じ

福
寺
、

益
田
民
俗
資
料
館
、
須
佐
歴
史
民

俗
資
料
館
等
を
巡
る

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
入
館
料
等
）

■
主
催　

萩
お
も
て
な
し
推
進
協

議
会申

し
込
み

11
月
16
日
ま
で
に
、
観
光
課
（
２

５
・
３
１
３
９
）
へ

椿
地
区
交
流
イ
ベ
ン
ト

萩
の
玄
関
口
・
椿
を
巡
る

　

萩
藩
主
が
江
戸
へ
参
勤
交
代
で

出
立
す
る
際
、
安
全
祈
願
に
立
ち

寄
っ
た
金
谷
神
社
や
萩
城
下
へ
の

出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
大お
お
き
ど

木
戸

跡あ
と

、
大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
萩

駅
舎
な
ど
、「
萩
の
玄
関
口
」
と

し
て
の
お
た
か
ら
が
残
る
椿
地
区

を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

※
午
後
１
時
に
、
金
谷
神
社
入
口

に
集
合
（
駐
車
は
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
萩

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。　

■
内
容　

地
元
住
民
の
案
内
で
、

次
の
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
す

金
谷
神
社
→
大
木
戸
跡・
椿
地
区

の
町
並
み
→
萩
駅
→
椿
八
幡
宮
→

大
照
院
→
萩
八
景（
桜
江
、小
松
江
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

５
０
０
円（
飲
み
物
、

お
茶
菓
子
、
保
険
代
ほ
か
）

※
当
日
支
払
い
。

■
申
込
方
法　

11
月
18
日
ま
で

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

主
催
・
申
し
込
み

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産

活
用
事
業
実
行
委
員
会（
事
務
局

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
）

（
２
５
・
３
１
７
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・

０
５
０
５
、
メ
ー
ル w

ebinfo@
npom

achihaku.com

）

ア
ー
ト
盆
栽
教
室
参
加
者

　

お
正
月
に
部
屋
に
飾
る
、
あ
な

た
だ
け
の
作
品
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
制
作
し
た
作
品
は
11
月

30
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
21
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

※
11
月
10
日
〜
11
月
30
日
は
ア
ー

ト
盆
栽
の
作
品
を
展
示
。

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵

旧
宅
（
江

向
）

■
講
師　

岡
野
芳よ
し
こ子

（
日
本
手
工

芸
指
導
協
会
師
範
）

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み

11
月
１
日
〜
15
日
に
、
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
推
進
課（
２
５
・
３
２
９

０
）
へ

作
っ
て
み
よ
う
！
世
界
の

料
理

　

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
は
、「
外
国
人

の
た
め
の
日
本
語
講
座
」等
を
開
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催
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
。今
回
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
24
日
（
木
）
午
後

５
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
定
員　

25
人

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

費
）

■
申
込
方
法　

11
月
19
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
１　

萩
市
今

古
萩
町
55
‐
１ 

中
嶋
洋
子
方 

日

本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７
７

８
・
５
７
５
９
）

萩
・
長
門
清
掃
工
場
は
な
も

ゆ
運
転
従
事
者
欠
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
人

■
募
集
時
期　

11
月
上
旬

■
業
務
内
容　

清
掃
工
場
の
運
転

管
理
・
補
修
点
検
等

■
雇
用
形
態　

ヒ
ッ
ツ
環
境
サ
ー

ビ
ス
㈱
（
本
社
：
川
崎
市　

日
立

造
船
㈱
の
グ
ル
ー
プ
企
業
）
の
正

社
員

■
就
業
形
態　

交
替
勤
務

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
一
般

常
識
問
題
）、
面
接
（
12
月
上
旬
）

■
採
用
予
定
日　

１
月
中
旬

■
求
人
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事

務
局
（
２
４
・
５
３
４
９
）

村
落
研
究
学
会
地
域
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　

道
の
駅
の
「
い
ま
」
を
、
現
場

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
お
話
し

い
た
だ
き
、将
来
像
を
考
え
ま
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

３
時
５
分
〜
４
時
35
分

■
と
こ
ろ　

千
春
楽

■
演
題　
「
道
の
駅
の
こ
れ
か
ら

︱
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
」

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
主
催　

日
本
村
落
研
究
学
会

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局
（
０
８
３
・
２
５
４
・

８
６
３
３
）
加か

く来

萩
博
物
館
「
星
の
会
」

特
別
編

○
１
９
４
８
年
以
来
、
68
年
ぶ
り

の
特
大
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

■
と
き　

11
月
14
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室
（
出
入
り
口
は
博
物
館
北
側
の

職
員
通
用
口
。
自
動
車
の
方
は
職

員
駐
車
場
に
駐
車
）

■
内
容　

そ
の
年
に
最
も
地
球
へ

近
づ
い
て
大
き
く
見
え
る
満
月
で

あ
る
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
を
観
望

■
講
師　

吉
田
恭き
ょ
う
い
ち
一
・
廣
兼
哲て
つ
ろ
う朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　

演
題
「
企
画
展
『
江
戸

時
代
の
科
学
と
技
術
』
に
つ
い
て

︱
「
小お
が
わ川

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
み

る
近
世
の
天
文
・
医
学
・
機
巧
︱
」

■
講
師　

道ど
う
さ
こ
し
ん
ご

迫
真
吾
（
萩
博
物
館

主
任
学
芸
員
）

■
内
容　

萩
博
物
館
企
画
展
「
江

戸
時
代
の
科
学
と
技
術
」
で
公
開

中
の
巨
大
史
料
群
・
小
川
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
よ
り
深
く
知
り
、
楽
し

む
た
め
の
講
演

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

史
都
萩
を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

明
治
維
新
を
学
ぶ

萩
の
語
り
部
歴
史
講
座

　
「
萩
の
語
り
部
」
と
は
、
萩
も

の
し
り
博
士
の
う
ち
所
定
の
講
座

を
修
了
し
、
萩
の
豊
か
な
歴
史
、

文
化
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
、「
情

熱
」「
志
」
を
持
っ
て
物
語
（
ス

ト
ー
リ
ー
）
と
し
て
語
る
こ
と
が

で
き
る
人
た
ち
で
す
。
明
治
維
新

を
テ
ー
マ
に
萩
の
魅
力
や
歴
史
物

語
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

明
治
維
新
１
５
０
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

申
し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

要
約
筆
記
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

要よ
う
や
く
ひ
っ
き

約
筆
記
と
は
、病
気
や
事
故
、

加
齢
等
に
よ
り
、聞
こ
え
が
不
自

由
な
方
々
に
対
し
、文
字
で
情
報

を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
で
す
。難
聴
者
や
中
途
失
聴

者
、要
約
筆
記
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
体
験
講
座
で
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）、
19

日
（
土
）、
26
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
４
時
（
全
３
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

聞
こ
え
な
い
体
験
、中

途
失
聴
・
難
聴
者
理
解
、要
約
筆
記

体
験
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）等

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

とき ところ 語り部 タイトル

11月19日
（土）

14：00〜 渡辺蒿
こうぞう

蔵旧宅
（江向）

繁
はんざわ

沢征
ゆ く お

夫 長州戦争と大
村益次郎

15：00〜 山根千
ち づ こ

鶴子 長州ファイブ 
井上勝の志

11月20日
（日）

14：00〜 平安古かいま
がり交流館

（平安古町）

吹
ふきあげ

上修
お さ み

身 長州藩の「八万
貫目の大敵」

15：00〜 片山町
ま ち こ

子 幕末を駆け抜
けた高杉晋作
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萩
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　

地
産
地
消
を
推
進
し
地
域
の
農

林
漁
業
経
営
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
、「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」と「
特
産
品
開
発
」を
テ
ー
マ

に
、専
門
家
か
ら
実
践
的
な
資
源

活
用
法
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

を
学
び
、萩
市
な
ら
で
は
の
一
次

産
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
考
え
ま

す
。

■
と
き　

11
月
４
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
地
域
ま
る
ご
と
販
売

術
」

■
講
師　

松ま
つ
ざ
き
り
ょ
う
ぞ
う

㟢
了
三
（
高
知
県

馬う
ま
じ路

村
ブ
ラ
ン
ド
商
品
仕
掛
け

人
）

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
。

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
（
道

の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
）（
２
４
・
４

９
３
７
）

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

■
と
き　

11
月
24
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分
（
受
付
は

午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県

支
部 

赤
十
字
社
幼
児
安
全
法
指

導
員

■
内
容　

身
近
な
物
を
使
っ
た
応

急
手
当
や
異
物
を
詰
ま
ら
せ
た
時

の
対
処
法
な
ど
幼
児
の
事
故
の
予

防
や
手
当
な
ど
を
学
ぶ

■
対
象
者　

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
、
子

育
て
中
の
方
、
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
方

■
定
員　

20
人

※
託
児
有
り（
先
着
15
人
、申
し
込

み
時
に
予
約
、当
日
の
申
込
不
可
）

申
し
込
み

11
月
17
日
ま
で
に
、
は
ぎ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
０
５
３
０
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

11
月
８
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

山
口
正ま
さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

11
月
24
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長な
が
た
に
よ
し
あ
き

谷
義
明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
11
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
歯
科
健
康
診
断
・
歯

科
相
談

　

11
月
８
日
〜
11
月
14
日
の
、

「
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

週
間
」に
合
わ
せ
、無
料
歯
科
健
康

診
断
・
歯
科
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

歯
と
口
は
、食
べ
る
・
飲
み
込

む
・
話
す
な
ど
、人
間
に
と
っ
て
基

本
的
か
つ
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
心
豊
か

な
生
活
を
送
る
う
え
で
、歯
と
口

の
健
康
づ
く
り
は
大
切
で
す
。

　

歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に

関
わ
り
ま
す
。
日
本
歯
科
医
師
会

で
は
、
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を

保
ち
食
べ
物
を
し
っ
か
り
か
ん

で
、
健
康
な
食
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
標
と
す
る「
８
０
２
０
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
８
日
（
火
）
〜
14

日
（
月
）

■
実
施
機
関　

山
口
県
歯
科
医
師

会
に
所
属
し
て
い
る
歯
科
医
院

※
歯
科
医
院
へ
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
主
催　

山
口
県
歯
科
医
師
会

問
い
合
わ
せ

萩
市
歯
科
医
師
会
事
務
局

（
２
２
・
２
３
８
５
）

阿
武
歯
科
医
師
会
事
務
局（
田
万

川
歯
科
診
療
所
内
、０
８
３
８
７
・

２
・
０
０
６
２
）

空
き
家
相
続
セ
ミ
ナ
ー
＆
専

門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

空
き
家
に
つ
い
て
問
題
を
か
か

え
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
、司

法
書
士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
専
門

家
に
よ
る
個
別
相
談
会
で
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）
セ
ミ

ナ
ー
：
午
前
９
時
〜
９
時
30
分
、

相
談
会
：
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
相
談
員　

司
法
書
士
、
宅
地
建

物
取
引
士
、
弁
護
士

■
定
員　

セ
ミ
ナ
ー
（
30
人
程

度
）、
相
談
会
（
15
組
程
度
、
１

組
30
分
以
内
）

※
当
日
先
着
順
。
相
談
内
容
に
関

す
る
資
料
を
持
参
い
た
だ
く
と
、

具
体
的
な
相
談
が
可
能
。

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

山
口
県
、
萩
市
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市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
者
の
相
談
を
受
け
、
登

録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

11
月
１
日（
火
）、４
日

（
金
）、５
日（
土
）、８
日（
火
）、11

日（
金
）、15
日（
火
）、18
日（
金
）、

19
日（
土
）、22
日（
火
）、25
日

（
金
）、27
日（
日
）、29
日（
火
）午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
２

階■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
者

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所

問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

空
き
家
無
料
相
談
会

■
と
き　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

▽
司
法
書
士
に
よ
る
空

き
家
に
関
す
る
家
族
信
託
と
成
年

後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー
、
▽
宅
地
建

物
取
引
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
税
理
士
に
よ
る
個
別

相
談
会

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
宅
建
協
会

（
２
５
・
９
８
２
８
）

ご
存
知
で
す
か
、
萩
市
女

性
相
談
窓
口

　

11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
で
す
。

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
等
か
ら
の

暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

の
被
害
者
は
多
く
が
女
性
で
す
。

こ
の
運
動
に
よ
り
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
配
偶
者
や
交
際
相
手

等
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
に
つ
い
て
の
相
談
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

•
萩
市
女
性
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
２
５
・
３
３
６
６
）
月
〜
金

曜
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

•
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緊
急
用
）

（
０
１
２
０
・
２
３
８
・
１
２
２
）

◎
臨
時
女
性
相
談
窓
口
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
萩
市
民
活
動
ね
っ
と
と
協
働

で
開
設

▽
11
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

４
時
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

※
女
性
相
談
員
が
対
応
し
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
（
相
談
無
料
）。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
２
２
７
）

山
口
県
司
法
書
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
会

■
と
き　

11
月
12
日
、12
月
10
日
、

１
月
14
日
、
２
月
11
日
、
３
月
11

日
（
い
ず
れ
も
第
２
土
曜
日
）
午

後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

不
動
産
の
登
記
、

会
社
・
法
人
の
設
立
や
役
員
変
更
、

裁
判
な
ど
に
お
け
る
申
立
書
面
や

反
論
の
準
備
書
面
、
多
重
債
務
、

成
年
後
見
制
度
な
ど

※
申
し
込
み
が
必
要
。

申
し
込
み

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
２
２
０
）

初
心
者
向
け
合
気
道
教
室

■
と
き　

11
月
21
日
（
月
）、
24

日
（
木
）
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

萩
武
道
館

■
内
容　

初
心
者
向
け
の
合
気
道

基
本
技
、
護
身
技
の
習
得

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

萩・タウンミーティング 今後の開催
　市では開かれた行政を推進し、市民参加の
まちづくりを進めていくため、市長が各地域
に出向き、主要施策等について説明します。
　多くの皆さんのご参加をお願いします。
■今後の開催日程

地 区 期　日 会　場

須 佐 11月 7日（月）須佐文化センター

小 川 11月 9日（水）小川交流センター
みのり

江 崎 11月14日（月）田万川コミュニティ
センター

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、質疑
応答

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

11
月
18
日
ま
で
に
、
萩
市
合
気
道

協
会
事
務
局
（
０
９
０
・
７
１
２

５
・
９
２
７
１
）
中
原
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萩
市
合
同
吟ぎ

ん
け
ん
し
ぶ
ど
う

剣
詩
舞
道
大

会■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

市
内
で
活
動
し
て
い
る

詩
吟
、
剣
舞
、
詩
舞
の
グ
ル
ー
プ

９
団
体
の
発
表

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
吟
剣
詩
舞
連
盟（
２
５
・
２
５

７
２
）
髙た
か
や谷

阿
武
川
流
域
森も

り林
だ
く
さ

ん
祭
り

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

森
の
館
や
か
た

萩
（
阿
武
萩

森
林
組
合
、
福
井
下
）

■
内
容　

大
板
山
た
た
ら
太
鼓
の

演
奏
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
椎
し
い
た
け茸
駒こ
ま

打う

ち
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
丸
太

早
積
み
競
争
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
の
実
演
、
餅
ま
き
な
ど

■
参
加
料　

無
料
（
一
部
有
料
）

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連

絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ

萩
農
林
事
務
所
森
林
部

（
２
２
・
３
３
６
６
）

県
内
初 

吹
奏
楽
に
よ
る

「
第
九
」
演
奏

  

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン

ジ
ー
ズ
に
よ
る
演
奏（
合
唱
付
き
）

で
す
。
姉
妹
都
市
鎌
倉
か
ら
多
数

の
合
唱
団
も
参
加
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
後

２
時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
曲
目　

第
一
部 

日
本
の
唱
歌
・

童
謡
、
第
二
部
「
第
九
」
ほ
か

■
入
場
料　

１
５
０
０
円
（
前
売

券
１
０
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
発
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
萩
合
唱
団

（
２
５
・
３
２
１
５
）
杉

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
体
験

ま
つ
り

「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
〜
来
て
！
見
て

！
体
験
！
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
〜
」

　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
誰
で
も

利
用
で
き
る
社
会
教
育
施
設
と
し

て
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
り

多
く
の
方
に
施
設
環
境
や
取
り
組

み
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
内
容　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
自

然
活
動
、
物
作
り
、
野
外
活
動
、

昔
あ
そ
び
、ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン（
綱

渡
り
）
の
体
験
や
活
動
紹
介
、
作

品
展
示
、
餅
つ
き
、
豚
汁
の
試
食

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
２
１
・
７
５
０
１
）

全
日
本
大
正
琴
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
萩

　

山
口
・
九
州
の
団
体
に
よ
る
大

正
琴
の
演
奏
会
で
す
。

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

１
時
開
演

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

全
日
本
大
正
琴
振
興
会（
０
９
２
・

４
８
１
・
５
０
５
０
）
今
井

12
月
４
日（
日
）ま
で

秋
期
企
画
展

江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術

ー
天
文
・
医
学
・
機か

ら
く
り巧

ー

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

【
其
弐
】
身
体
を
治
す

　

江
戸
時
代
、
病
は
ど
の
よ
う
に

治
療
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
つ
の
世
も
、
人
間
は
健
康
と

長
寿
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
き

ま
し
た
。人
類
社
会
が
続
く
限
り
、

生
命
の
維
持
は
永
遠
不
滅
の
テ
ー

マ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。日
本
は
、

中
国
の
医
学
を
受
容
し
、
南
蛮
文

化
の
影
響
も
受
け
て
独
特
の
医
学

を
発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
医
学
史
上
、
大
き
な
画
期

と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
中
期

に
お
け
る
『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
・

出
版
で
、
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
漢

方
医
学
に
加
え
、
蘭
方
医
学
が
勃ぼ
っ

興こ
う

し
ま
し
た
。
本
展
示
で
は
、
医

療
行
為
や
薬
品
調
製
な
ど
に
用
い

ら
れ
た
器
具
類
を
紹
介
し
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
会
期
中
無
休
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
道ど
う
さ
こ
し
ん
ご

迫
真
吾
主
任
学

芸
員
が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
、
12
月
３
日

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）
午
後
２
時

〜■
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
が
必

要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に
企
画
展

示
室
入
口
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

○
萩
博
物
館 

開
館
12
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト

▽
と
き　

11
月
11
日
（
金
）

▽
内
容　

特
設
展
示
「
兄
松
陰
と

妹
文
」
第
７
期
ア
ン
コ
ー
ル
展
示

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

医師が往診の際に使用した治療器具
（小川コレクション）
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「
み
ん
な
の
学
校
」
上
映
会

　

不
登
校
も
特
別
支
援
学
級
も
な

い
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
に
学

び
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
居
場
所

が
あ
る
学
校
づ
く
り
を
と
奮
闘
さ

れ
て
い
る
公
立
小
学
校
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

■
と
き　

12
月
４
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
前
売

り
７
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

「
み
ん
な
の
学
校
」萩
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
７
５
０
５
・
５
３
９
４
）

水
津

人
権
の
心
を
は
ぐ
く
む
市

民
の
集
い

　

12
月
は
、
人
権
啓
発
推
進
月
間

で
す
。
人
権
問
題
の
早
期
解
決
の

た
め
、
皆
さ
ん
も
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

◦
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
・
朗
読

◦「
人
権
の
花
」活
動
報
告（
越
ヶ

浜
小
・
小
川
小
）

◦
人
権
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

▽
リ

オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ

ソ
ン
（
視
覚
障
害
）
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
道
み
ち
し
た下

美み
さ
と里

選
手 

（
午
後
２
時
～

３
時
10
分
）

◦
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

○八重子のハミング
○四月は君の嘘

上映中
上映中

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

山
口
県
の
伝
統
工
芸
と
し
て
知

ら
れ
る
赤あ
か
ま
す
ず
り

間
硯
（
赤
間
関
硯
と
も

呼
ば
れ
る
）の
展
覧
会
で
す
。

　

本
展
で
は
、近
世
赤
間
関
硯
の

伝で
ん
せ
い
ひ
ん

世
品
か
ら
現
代
の
「
赤
間
硯
」

ま
で
を
展
示
し
、そ
の
豊
か
な
造

形
性
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
70
歳
以
上
と
18
歳

以
下
は
無
料

▽
休
館
日　

11
月
７
日
（
月
）、
11

月
21
日
（
月
）、
12
月
12
日
（
月
）、

12
月
26
日
（
月
）
〜
平
成
29
年
１

月
１
日
（
日
・
祝
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

11
月
13
日
、
12
月
11
日

（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
午
前
11
時

〜
正
午

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）ま
で

す
み
す
り

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展
Ⅱ「
赤
間
硯
の
造
形
」

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

◎
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

　

堀ほ
り
お尾

信の
ぶ
お夫

（
硯
作
家
、
山
口
県

指
定
無
形
文
化
財
「
赤
間
硯
」
保

持
者
）
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

（
午
後
３
時
15
分
〜
）

※
人
権
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

市
民
館
ロ
ビ
ー
（
正
午
～
午
後
３

時
45
分
）
で
開
催
。

※
児
童
生
徒
人
権
啓
発
作
品
展
を

市
民
館
ロ
ビ
ー
（
12
月
10
日
～
13

日
）
で
開
催
。

■
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

■
入
場
整
理
券
配
布
場
所　

市
役

所
本
庁
総
合
案
内
、福
祉
政
策
課
、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
、
出
張
所
、
市
民
館
、
萩
図

書
館
、
児
童
館
、
山
口
地
方
法
務

局
萩
支
局

■
主
催　

山
口
人
権
啓
発
活
動
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
萩
市

人
権
啓
発
・
教
育
推
進
委
員

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
６
３
４
）

松
陰
神
社
宝
物
殿 

至
誠
館

企
画
展　

前ま
え
ば
ら原
一い
っ
せ
い誠
歿ぼ
つ

後
１
４
０
年
記
念

「
前
原
一
誠
と
萩
の
変
」

　

前
原
の
人
柄
や
越
後
で
の
事

績
、
萩
の
変
に
至
る
ま
で
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
展
示
で
す
。

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
17
日

（
火
）
ま
で 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

松
陰
神
社
宝
物
殿
至

堀
ほ り お た く じ

尾卓司「双
そうたい

体（石の   ）」
昭和 45 年〜 54 年（1970 年代）
山口県立萩美術館・浦上記念館蔵

ほぞ

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

誠
館

■
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、中
・

高
生
２
５
０
円
、
小
学
生
１
０
０

円

問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館

（
２
４
・
１
０
２
７
）
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地域むつみ・福栄

13:30 〜むつみ農村環境改善セ
13:30 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ総合事務所

　むつみ楽しく体を動かす会

　福栄楽しく体を動かす会
　健康づくり応援隊交流ウォーキングin千石台

1 ㊋

10 ㊍
14 ㊊

田万川・須佐 地域
10:00 〜田万川保セ

10:00 〜平山台駐車場
9:30 〜小川交流セ
9:30 〜弥富公民館
10:00 〜須佐保セ

9:30〜須佐保セ
14:00〜須佐保セ

10:00 〜田万川保セ

●こどもハグ♡アカデミー
　平山台体操
　萩市健康体操教室
　弥富元気クラブ
●こどもハグ♡アカデミー
　元気もりもり体操会
　みんなの健康運動教室
　健康ちょきん教室

2 ㊌
7 ㊊
8 ㊋
9 ㊌

10 ㊍
11 ㊎
15 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667
9 ㊌ 　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウイルス検査

　（血液検査）（要予約）
　風しん抗体検査（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ即日検査　（血液検査）（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

開催中〜11/10㊍
　　   まなぼう館 体験教室 ブック
         コーティング

9:30〜 須佐図書館

開催中〜11/30㊌
　　   ぶらりぶらいんどぶっくまー
　　　けっと

9:00〜 萩図書館

開催中〜11/30㊌
　　   図書展示「萩ケーブル『図書館だ
　　　より』で紹介した本」

9:00〜 明木図書館

1 ㊋ パネル展「明治日本の産業革命
遺産」（〜11/30） 9:00〜 明木図書館

2 ㊌ いざ、読書。絵本おすすめ大会 15:30〜 明木図書館
3 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館

6 ㊐ 古本市・松林桂月写真展 10:00〜旭マルチメデ
ィアセンター

12㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
11㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館
13㊐ 古本市 10:00〜 萩図書館

【休館日】 須佐図書館：3㊍、7㊊、14㊊
　　　　明木図書館：3㊍、7㊊、14㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

18:00 〜見島ふれあい交流セ
9:30 〜見島ふれあい交流セ

9:30〜萩市保セ
10:00 〜児童館

13:30〜萩市保セ
13:30〜恵比須会館

9:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

10:30〜中央公園
13:30〜三見公民館

13:30〜河添いこいの家
13:30 〜前小畑 1 区公会堂

1 ㊋
2 ㊌
6 ㊐
7 ㊊
8 ㊋

10 ㊍

11 ㊎

14 ㊊
15 ㊋

　見島男性の料理教室
　見島健康教室
●パパママセミナー
　ママ友の会（H28.4〜6月生まれ）
　こころの相談日（要予約）
　小畑グッドヘルス
　栄養相談日・健康相談日
●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H27.11月生まれ）
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　
　三見ソナタ
　河添健康教室　
　前小畑健康教室　

地域川上・旭
7 ㊊
9 ㊌

　川上運動教室
●乳幼児相談

9:30〜川上保セ
10:00 〜川上保セ

1 ㊋  グラウンド・ゴルフ萩交歓大会
8:30〜萩スポーツ広場

6 ㊐
秋季大会兼会長杯争奪大会（ソフトボール） 

9:00〜萩スポーツ広場
萩市会長杯争奪卓球大会　　　　9:00〜市民体育館
田万川地域スポーツの集い　9:00〜田万川グラウンド

10㊍ 北浦親善ゲートボール大会　　9:00〜萩甲子園球場

13㊐
田万川スポーツ少年団山陰大会　

8:30〜田万川グラウンドほか
山口県惑大会（ラグビー）  11:30〜萩スポーツ広場

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

９㊌
ベビーマッサージ教室（定員：5組） 10:00〜11:30
国際交流員ティリーの読み聞かせ

（子ども図書館） 16:00〜

11㊎ だんすダンス 19:00〜20:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
１㊋、８㊋、15㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

８㊌  手作りおもちゃの会（マラカス作り） 10:30〜12:00
13:30〜15:00

15㊋  絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）
 2㊌   未就園児への園舎開放日「てんし組」
　　   ※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
         サート、パネルシアター、親子ヨガ、給食
         試食会（要予約）など

10:00〜11：30

◆萩幼稚園（22･0775）
８㊌  未就園児開放日「ひよこ組」
         ※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30
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11
1 ㊋

○心配ごと相談 （13:30〜/川上総合事務所）外科 大藤（椿） 21・0002
内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

2 ㊌
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 波多野（堀内） 25・2788

3 ㊍

○江崎漁業さかなまつり　            　   （9:30〜/道の駅「ゆとりパークたまがわ」）内科・歯科（外科）
○むつみふるさとまつり　　　　　　　　（9:30〜/むつみB&G海洋センター前庭）休日急患診療センター（椿）26・1397
○福栄ふるさとまつり                          （9:30〜/道の駅「ハピネスふくえ」周辺） 
○長門峡もみじまつり                                  （10:00〜/長門峡竜宮淵駐車場）
○福祉複合施設つばき祭 （11:30〜/福祉複合施設つばき）
●萩市民音楽祭 （12:30〜/市民館大ホール）

4 ㊎
●人権相談　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

5 ㊏
○やまぐち教育の日 教育県民大会萩大会 （12:30〜/市民館大ホール）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 みやうち（椿） 25・2500

6 ㊐

○かわかみふるさとまつり                  （9:30〜/川上公民館ほか） 内科・歯科（外科）
○須佐元気もりもり祭り 　（9:30〜/須佐総合事務所駐車場）休日急患診療センター（椿）26・1397
○明木地区農業文化祭　　　　 （9:30〜/旭マルチメディアセンター）
○萩市合同吟剣詩舞道大会 （9:30〜/市民館大ホール）

7 ㊊
●萩・タウンミーティング（須佐）　　　　 （19:00〜/須佐文化センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 柳井（橋本町） 22・0748

8 ㊋
●行政相談 （9:00〜/小川交流センター）外科 田町（東田町） 24・1234
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）内科 市原（塩屋町） 22・0184
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

9 ㊌
●萩・タウンミーティング（小川）　　　　　   （19:00〜/小川交流センターみのり）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

10㊍
外科 兼田（吉田町） 22・1113
内科 藤原（土原） 22・0781

11㊎
●行政相談 （9：00〜/福栄コミュニティセンター、10:00〜/旭マルチメディアセンター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
●消費生活無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

12㊏
●萩ふるさとまつり 〜13日 　　（10:00〜/中央公園、市民館ほか）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

13㊐
●萩時代まつり （8:00〜/市内各所） 内科・歯科（外科）
●萩市伝統芸能フェスティバル （10:30〜/市民館大ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397

14㊊
●萩・タウンミーティング（江崎） 　　　　（19:00〜/田万川コミュニティセンター） 外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

15㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/須佐老人憩いの家）外科 大藤（椿） 21・0002
●萩市民大学教養講座（NHKアナウンサー山本哲也）　　（18:30〜/市民館大ホール）内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

16㊌
●人権相談 （10:00〜/田万川保健センター）
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）

17㊍
●行政相談

（10：00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）

日月火水木金土
2 3 54

7 8 9 10
13 19
20

11
15 16 1714 18
23 2422

12

26
27

2521

6

28 2930

1

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

１ →15日 日

月

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

3日㊍
6日㊐
13日㊐

［内外科］
［内外科］
［内外科］

福賀診療所
休日急患診療セ
弥富診療セ

08388・5・0863
26・1397
08387・8・2311

※阿北地区（萩地域以外）

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

※小児科は、12日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月１日〜10月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi
表紙 「鉄道の父」留学中の若き姿

井上勝の銅像 萩駅前に完成
　イギリスに密航留学した長州ファイブの一人で、
日本初となる新橋〜横浜間の鉄道開通をはじめ、全
国の鉄道敷設に尽力し、「鉄道の父」と呼ばれる井上
勝の銅像「井上勝志

し き

気像」が、萩駅舎前に完成。10
月14 日に、除幕式が行われました（４ページ参照）。
　銅像は高さ約1.8 ｍ（台座と合わせて約３ｍ）。留
学中の若い井上勝をイメージして制作されました。

▶山岡荘八（やまおかそうはち）（1907 ～1978）
　新潟県生まれ。作家。『新太平記』『春の坂道』『高杉晋作』
など、多数の歴史小説、時代小説を手掛ける。代表作とも
いえる、大河小説『徳川家康』は、吉川英治文学賞など各
賞を受賞、映画や大河ドラマにもなる。

◁松下村塾

山岡荘八『吉田松陰』
（1987 年 講談社 山岡荘八歴史文庫）

　山岡荘八の描く『吉田松陰』は、安政６年（1859）
10月27日（新暦11月21日）に、安政の大獄に連座し、
江戸伝馬町牢屋敷で処刑されるシーンで幕を閉じます。

　「留
りゅうこんろく

魂録」が、その後の同志に大きな影響を与えたと考
えると、松陰がそれを書き上げるまで処刑されなかった
ことは何かの力が働いたのではと描かれます。
　松陰は自分の至誠が足りないので、神々を感格するこ
とができなかったと、父と叔父に書き送っているのだが、
神々は決して彼から眼をそらしてはいなかったのだ...
　死罪の判決を受けた松陰は、すぐに処刑場へ引きたてら
れます。牢内の知人に別れを告げることを役人に願うも、
言葉を交わすことを禁じられ、声を張り一詩を吟じます。
　　われ今国のために死す
　　死して君親にそむかず
　　悠々たり天地のこと
　　鑑賞は明神にあり
　吟声は二度続いた。おそらく、評定所からの帰りの駕籠
の中での作であろう。それが、その祖国を愛しぬいた松陰
の三十年の生涯を閉じる辞世とわかるだけに、獄中の同
志と友人たちは、ある者は紙に、ある者は心に、ある者は
その耳に刻みつけながら嗚咽した。松陰は胸を張って同
じ獄内の処刑場に引かれてゆき、従容として死についた。
時に、安政六年十月二十七日の午前十時であった…。

※萩図書館編『萩のまち文学散歩』を参考にしています。

萩図書館で
読んでみよう
萩が描かれた文学

４
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